
■地球環境時代における住教育小委員会

■小委員会の活動内容

　一般の居住者のエネルギーや生活環境に対する認識を深め、

自発的な地球環境保全活動や健康・快適・低環境負荷の住環

境創造を促すための教育実践方法を検討し、その普及のため

のネットワークをつくることを目的にしている。学校教育や

建築教育、生涯教育などの現場における住環境・エネルギー

教育の研究事例・実践事例を収集・分析し、教材開発支援の

ための情報ネットワーク構築している。具体的には日本建築

学会HPの教材・教育システムの事例公開プラットフォームへ

の積極的な情報提供、住環境教育事例の収集結果を受けた教

材用冊子の作成、セミナーの計画を行なっている。

■メンバー構成

主査：宿谷　昌則

　　　　　　　　（武蔵工業大学）

幹事：菅原　正則（宮城教育大学）　　　　

幹事：高橋　　達（東海大学）　　　　　　

委員：小澤紀美子（東京学芸大学）　　

委員：斉藤　雅也（札幌市立大学）　　　　　　　

委員：妹尾　理子（香川大学）

委員：田中　稲子（横浜国立大学）　　

委員：谷口　　新（大妻女子大学）　　　

委員：西川　竜二（秋田大学）

委員：平石　年弘（明石工業高等専門学校）

委員：三浦　秀一（東北芸術工科大学）

委員：光田　　恵（大同工業大学）

委員：村田　昌樹（OMソーラー協会）

委員：吉野　　博（東北大学）

委員：吉野　泰子（日本大学）

■委員による住環境教育実践事例

　以下は委員がさまざまな社会活動のなかで実践した住環境教育事例の一部である。この他にもヒートポンプ、昼光と電灯の照明、構造と採光、トレイと排泄など
をテーマにした体験型教育事例を収集・分析し、さらなる社会還元の準備を行なっている。

環境省「学校エコ改修と環境教育」事業
での建物の熱性能を学ぶ体験型授業

　長野県の高森南小学校では建物の断熱改修に

より室内に低温部位、温度ムラがなくなり“ぬくも

り”が生じるようになった（上部の熱画像、2007年）。

校舎のエコ改修の意義を理解するための体験授

業として、底面が四角のペットボトルの壁３面に厚

紙を巻いた工夫なしの模型と、工夫なしの模型に

フリース布で断熱したボトル、工夫なしの模型の

窓部分前面に室外日除けとしてメッシュ布を取り

付けた模型を並べて、太陽に見立てた白熱電球

から窓部分を通じて光が入るようにして、模型間

の内部気温変化の差異を比較する実験を小学生

と行なっている（下部の写真）（高橋委員）。

「江戸東京たてもの園で人間温度計　　
になろう」

　「親と子の都市と建築講座」（子ども教育事業委

員会主催）　を通して、親子を対象にして、建物

や街のどのような空間や材料で構成された生活

空間や、生活で「暑さ・涼しさ」、「暖かさ・寒さ」を

感じるか、心地良いかを測定機器を使わず体感

で知る体験学習会を実施した。機械仕掛けのセ

ンサーではなく、人体というセンサーを研ぎ澄ま

せて、建築空間で創出される涼しさ、快適性を見

出せるような体験から、夏の涼しい住まい、 冬の

暖かい住まいや住まい方に対する気づきを促進

している。冬の暖かい住まいについてのワーク

ショップも実践している（田中委員・谷口委員）。

工事前　ストーブであたためられた天井は20℃以上。
　窓　11～12℃　　床・壁　11～19℃
　温度の“ムラ”と冷えきった床・壁・窓。

工事後　ストーブを止めて４時間たっても天井は20℃以上。
　窓　 15～19℃ 　　床・壁　 15～20℃
　温度の“ムラ”がなくなり、床・壁が熱をたくわえている。

気持ちよい
ところ
の「しるし」

風が通る
ところ
の「しるし」

↑①民家の中で「体センサー」を
　　　使って涼しいところや、気持
　　　ちいいところを探す

②体センサーやタッチセンサー　→
　で感じた場所に「しるし」を置いて、
　平面図にシールを貼って記録する

民家（天明家）の外観

①建物や街のどのような空間や材料で構成された生活空間や、生
　活で「暑さ・涼しさ」、「暖かさ・寒さ」を感じるか、心地良
　いかを測定機器を使わず体感で知る。

●ワークショップのねらい

②夏の涼しい住まい、 冬の暖かい住まいや住まい方の気づきとする。

小学校での生ごみ堆肥化実践による　
養分循環・環境教育

　平石委員の開発した無電力生ごみ堆肥化装置

「はらぺこ君」は兵庫県の小学校の環境教育でも

数多く活用されている。「はらぺこ君」はボディー

が分厚い断熱材で覆われており、その中にある

４つのカートリッジに日毎に順次、落ち葉と、腐葉

土・米糠に混ぜた生ごみを投入するようになって

いる。中高温菌の発酵と自然換気のみによって

無電力で堆肥化を行なう。この装置を使った環

境教育でこども達は微生物の発酵現象の不思

議や、自分たちの排出する生ごみが堆肥、そし

て野菜などの栽培植物へと姿を変える養分循環

を自然に体験を通して学んでいる（平石委員）。

４日間で生ごみ
を堆肥化

放射温度計で温度しらべ放射温度計で温度しらべ
（「温かいところ冷たいとこ（「温かいところ冷たいとこ
とをさがそう」）とをさがそう」）

１人は目隠しをし１人は目隠しをし
て人間温度計て人間温度計

生徒達の考案・自作の生徒達の考案・自作の
太陽集熱器太陽集熱器

太陽で温められた太陽で温められた
水でお掃除水でお掃除

温度感覚のすぐれた生徒を温度感覚のすぐれた生徒を
「温度博士」と表彰「温度博士」と表彰

工夫なしのボトルの内部気温
に対して日除けのボトルは低
く、断熱のボトルは高い。

白熱電球が太陽、白熱電球が太陽、
ボトルが建物。ボトルが建物。

温度計の温度を記録。温度計の温度を記録。

実験結果の解説実験結果の解説
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